自己評価〔公表用〕　（2022年度）
学校法人グレイス学園
めぐみの園幼稚園
１．本園の教育目標


　　　　 聖書の教えに基づき、美しい自然環境と、清潔な宗教的環境の中で、教育基本法及び学校教育法の
規定に基づき、幼児を保育し、心身の健全な発達を図り、創造主を愛し、人を愛し、真理を尊ぶ、健全な
人生観とを持った人格の基礎を築くことを目的とします。
上記の教育目標に基づいて、本園は、はぐくむ幼児像として次の４つの項目を掲げます。

1. 善悪の判断基準をしっかり持った子どもに

2. 感謝できる子どもに

3. 人々と社会に役立つ子どもに

4. 愛に支えられた訓練を

２．本年度、重点的に取り組む目標や計画
　　　　

●　昨年度の反省（学校評価、個々の反省等）を踏まえた、本年度取り組む計画
　　　　　　　①保育全般の見直し
・子ども自身の工夫や試行錯誤の過程を大切にした環境設定をする。
・室内自由遊びや戸外遊びの時間を確保する。

　　　　　　　　　 　・自然豊かな環境を生かした保育や体を思い切り動かして遊ぶ楽しさを味わう保育を心がける。

　　　　　　　②教師の資質・能力向上
　　　　　　　　　　・教師が「教える」全体指導に多くの時間を費やしたり、生活習慣も含め何かが「できるようになる」ことを評価するのではなく、遊びを通して様々なことを身に付ける機会を保障する保育を心がける。
　　　　　　　③保護者との連携
　　　　　　　　　　・幼児の理解のために保護者と話し合う。保護者の思いや困り感に寄り添う。
　　　　　　　④地域との関わり

　　　　　　　　　　・感染症対策で地域との交流が縮小される中でも、「歩いて登園」などで交流を心がける
３．評価項目の達成及び取り組み状況
	評価項目
	内容
	結ｌ果

	（１）保育のあり方、
幼児への対応
	1 日常保育の様々な場面に子どものアイデアが生かされるよう、子どもが試行錯誤するプロセスを大切にした保育を心がけた。
2 自然豊かな環境を活かした保育を心がけ、季節の自然物・収穫物を取り入れた活動などを子ども自身の興味関心に沿って行った。1学期後半からみそ汁・カレー給食を再開し、食育を心がけた。

	A

	（２）教師の資質・能力
向上
	1 長年使用しているマーチングの楽器を総点検した。また、マーチング指導について全員でねらいや幼児が楽しく音楽遊びをするための環境設定について講師を招いて検討した。
2 北勢ブロック研修『感染症対策にも配慮した幼稚園の活動』で、津田三滝幼稚園からの創意工夫に富んだ実践報告を聞いた。

	A

	（3）保護者対応
	①PTA役員会の場で率直な意見交換を心がけ、行事のあり方について理
　解したうえで協力してもらうことができた。

②めぐみニュースやクラス便りの週１回発信。HPで発信。
	A

	（４）地域とのかかわり
	・地域の人々とのかかわり…地域の方々への挨拶
・昨年同様地域への感謝の日の活動として、園児が作ったプレゼントを
職員が配布。『地域ありがとうの会』で、自治会長、民生委員を招き年長
児が演奏披露などをして交流した。
	Ａ


4.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果
	結果
	理　　　　由

	A
	1 保育のあり方・・・保育の流れの中に行事を位置づけ、子どもたちの考えやイメージが少しでも生かされるよう、各クラスの子どもの様子に応じて取り組めるよう努めた。
戸外・室内ともに主体的な遊びが展開されるよう環境設定を工夫した。
　　畑で育てる野菜や季節の果物・花などについて子どもたちが興味関心をもって世話をし
　　たり収穫したり自然の摂理を感じたりすることができるよう工夫した。

2 教師の資質・能力の向上・・・マーチング研修で子どもたちが楽しく音楽遊びができるよう、言葉かけやかけるタイミングの工夫を学び、その日の活動のねらいについても柔軟に設定してもよいことを確認した。
処遇改善Ⅱ対応の研修を受講した。

3 保護者対応・・・感染症対策をしながらも昨年以上に保育の工夫を心がけ、行事に保護者が参加できるよう2部制にするなど工夫した。
保護者アンケートを早期にまとめて職員間で共有した。即対応できるものは対処し、職員間で話し合いをして決まった事柄を素早く実行したりお便りで説明したりすることを心がけた。
4 地域との関わり・・・毎日の『歩いて登降園』の際に挨拶することを心掛けている。地域との交流会も縮小された形だがかえって短時間で有意義なものだった。今年度も地元四郷交番の警察官が来園し、不審者防犯指導を通して交流ができ、歩いて降園中にも出会う機会があり、地域に支えられていることが子どもたちにも実感できた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◎「３．４．」の評価結果の表示方法

	Ａ
	十分達成されている

	Ｂ
	達成されている

	Ｃ
	取り組まれているが、成果が十分でない

	Ｄ
	取り組みが不十分である


５．今後取り組むべき課題

	課　　題
	具体的な取り組み方法

	保育のあり方を見直す
	・年間行事を精選し、保育の流れの中でのねらいをもった行事として取り組みたい。内容についても子どもたちのイメージや創意工夫が活かされるものを学年の枠を超えて話し合う。
・一人ひとりの子どもの成長と課題を、保育者同士が情報交換しながら次の環境設定ができるよう、クラス別に定期的にミーティングをもつなど工夫する。
・豊かな自然や畑活動を通して、子どもたちが季節の移り変わりや生き物、草花、野菜、果物の不思議、新たな発見などを十分に楽しむことができるよう、戸外遊びの時間を確保する。

	教師の資質・能力向上
	・教育要領の学び直しをしながら保育や行事を振り返る機会をもつ。
　主体的に環境に関わって遊ぶとは具体的にどういう姿なのか、保育者が園生活のいろいろな場面でイメージしたことや実際に見た園児の姿を交流したり、毎日の反省会で話題にしたりする。

・処遇改善Ⅱ対応の研修の他、各自の興味関心や必要に応じて研修を受ける。


